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網羅的疾患分子病態データベースの
構築プロジェクト

網羅的疾患分子病態データベースの
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遠隔医療

• 狭義の遠隔医療 （tele-consultation / tele-diagnosis）
– 遠隔地の診断を支援する

• 広義の遠隔医療（tele-health）
– 通信を利用して医療・健康を支援する
– 遠隔診断、在宅医療相談、遠隔病理、遠隔医療教育、

遠隔手術、遠隔講義、遠隔患者モニター、遠隔カンファ
レンス、遠隔治療計画、遠隔内視鏡、遠隔患者紹介、
遠隔……...
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がんネットの活用方法

• 多地点高精細画像カンファランス

• イントラネット

– Webによる医療情報へのアクセス
• 最新がん情報サービス

• G7画像レファレンスデータベース

– 文献検索

– 電子メール

– （がん登録、臨床試験）
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多地点テレビ会議システム

MCU

384k 

MCU=Multipoint Control Unit

機能:：   (NTSC 動画) と音声を多地点間でやりとりする
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ハイビジョン静止画像連携システム

　      機能：  ・ FTPによるデータ先送り
                     ・ハイビジョンによるスライド画像の同時めくり
　　　　　　　  ・ ポインター連携　

HDTV　モニタ     WS    (保存、転送)
  + PC    (操作用端末)

スライドステーション

多地点サーバ

INS1500
　FR

書画台
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がんネットワークの歴史
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がん情報ネットワーク参加施設

国がん中央

千葉がん

国がん東

茨城中央

宮城がん

青森中央
国立札幌

四国がん

国立呉

愛知がん

九州がん

岩手中央

新潟がん埼玉がん

大阪成人病セ

山形成人病セ
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症例画像中心のカンファランス
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1997年4月から1998年３月までに、120回実施、

のべ 約15,000 人が参加

多地点カンファレンスの数

• メディカルカンファレンス　5７

• 内科カンファレンス 　　　19

• 画像カンファレンス    　　 14

• レジデント講義　　　　　　   9

• 病理カンファランス　　　　  4

• 骨軟部腫瘍カンファランス 3

• 看護士カンファランス　　　5

• 放射線技師カンファランス　4

• 薬剤師カンファランス　　　  ２

• 臨床検査技師カンファランス　3

• その他　　　　　　　　　　　　２　　　
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VODによる Internet への公開
Demo

file:///N:/%E6%96%87%E6%9B%B8%E7%AE%A1%E7%90%86%E3%83%95%E3%82%A9%E3%83%AB%E3%83%80/04%20%E4%BC%81%E7%94%BB%E4%BF%82/01%20%E9%81%A0%E9%9A%94%E5%8C%BB%E7%99%82%E3%83%BB%E9%81%A0%E9%9A%94%E4%BB%8B%E8%AD%B7/%E3%82%BF%E3%82%B9%E3%82%AF%E3%83%95%E3%82%A9%E3%83%BC%E3%82%B9%E9%81%A0%E9%9A%94%E5%8C%BB%E7%99%82%E7%AD%89%E6%8E%A8%E9%80%B2%EF%BC%B7%EF%BC%A7/100318%20%E7%AC%AC%EF%BC%92%E5%9B%9E%E4%BC%9A%E5%90%88/%E4%BC%9A%E5%90%88%E7%99%BA%E8%A1%A8%E8%B3%87%E6%96%99/%E3%83%9C%E3%83%84/..%2F..%2F..%2FMy%20Documents%2FMC980521.rm
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多種類の中継の比較
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ThinkPad

ThinkPad
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ThinkPad

ThinkPad
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http://vod1.mdx.or.jp
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http://vod1.mdx.or.jp
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Telepathology

•遠隔操作可能な顕微鏡

•NTSC動画と HDTV 静止画の組み合わせ

•IP 通信によるシステム
 インターネットへの適用
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高度な遠隔医療システム

• 超高精細画像（SHD）を用いた遠隔医療システム
– NTTとの共同研究

– 2000x2000画素

– 1秒60コマ
– 通信には１５６Mbpｓ規模のネットワークが必要

– 専用の高解像度モニターが必要

– 動画の取り込みはむずかしい
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G7 Medical Image Reference Center

インターネット

国立がんセンター 国立循環器病センター

 

国内外の専門家

登録

公開

評価・審査

がん・循環器画像のデータベース構築

世界の主要な がん

循環器病センター

国内外の医療従事者
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がん診療画像レファレンスデータベース

• http://cir.ncc.go.jp/
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G7 Medical Image Reference Center
• http://www.medirec.ncc.go.jp/
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MEDIREC　病理画像
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MEDIREC　放射線画像
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ナノズーマー

• 1枚のスライドをまるごとデジタル化

• 遠隔医療で送ることが可能

• 拡大が自由に可能
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遠隔病理コンサルテーション
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Duke-U
(USA)

国際カンファランス

Chinese-U
(Hong Kong+China)

Institut Gustave Roussy (France)　MPT専用回線

Georgetown-U(USA)
Grenoble-U(France)
Singapore National-U (Singapore)
Korea, etc….

AFIP
(USA)

U.Hannover
(Germany)

GIBN Projectなど



アジア太平洋高度ネットワーク
（APAN）

• アジア太平洋地域の高度なネットワークインフラ
の相互利用ｺﾝｿｰｼｱﾑ

• 政府系の高速な研究ネットワークを相互に利用

• して、さまざまな研究を行う

• 医療応用WGでは、日本、韓国、タイ、中国、台
湾、シンガポールなどと頻繁に連携

　　　ー　初代ＷＧ主査：水島、ＫＣ　Ｌｕｎ

　　　－　現在ＷＧ主査：清水
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J-BIG　Teleconference
• NIH-NCC をテレビ中継で結び、相互で講演

国立がんセンター研究所

NIH Clinical Pathology RoomNIH　Bldg.10 Lipsett
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遠隔医療ゲートウェイ
• 異システム間での相互通信および同時通信

System A

System B

System C

System D

System A

System B

System C

Matrix Switch

Multi Image Processor

Matrix Audio Mixer
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DVTSによる遠隔カンファランス

• 2008年4月19日（土)、東京医科
歯科大学と韓国Yonsei大学で
DVTSを用いた日韓腹腔鏡下胃
切除研究会が開催された。日本
側200人以上、韓国側約30名。
映像と音声の品質に満足し、今
後定期的な開催を予定。

• 今後需要が大きくなる多地点
DVTSカンファランスのサポート
体制が必要



アジア遠隔医療センター構想

• 東京医科歯科大学と駒澤大学との共同プ
ロジェクト

• 沖縄に遠隔医療の教育と実践の場

– 教育のあと、戻ってからも遠隔医療でFollow
– 国内回線で東京医科歯科大学からBackup

• アジアへの医療の橋渡し
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　駒澤大學ー東京医科歯科大学　
　　　アジア生命科学センター構想　　　　　

設立趣旨

　・歴史と伝統のある駒澤大學は「心の豊かさ」を基幹として、世界的な視野に立って社会に貢献

　　できる人材育成を目標としている。未来を見据えた「アジア生命科学センター構想」を立案。

　　・近年の医療分野でヒトノゲム解読計画で実証されたように、生命科学と情報科学の融合がま
すます重要となっている。この新しい分野を担う人材が世界的に不足している。

　　

　１．医療グローバル化時代を担う新しいライフサイエンス分野への挑戦できる人材養成

　　　 ・・・心の豊かさと生命科学の融合した新興分野人材養成

　２．私大初の「バイオ医療オミックス情報学人材養成」

　　　　　　 東京医科歯科大学との提携による新興分野人材養成　　　　　　　

　３．ホームランドセキュリティ（国土安全保障）を医療分野から貢献出来る人材養成

　　　　国土安全保障に関する専門家の養成　

　　　　遠隔医療支援・災害医療支援の出来る人材養成

　４．国際性豊かな医療人育成

　　　　国内・海外との著名医療関連機関との提携による国際的な医療人養成のための医学教育の実践

　５．先端医療機器の研究・開発・操作・運用の出来る人材養成

　　　　先進医療機器の研究・開発から操作・運用のできる新分野医療人

　　　　先進医療機器関連の起業家をアライアンス方式で養成

　６．重粒子線・陽子線治療に係わる国際医療人養成

　　　　国内・海外の著名医療関連機関とのアライアンス方式
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一生の間の健診の機会

• 胎児期の検診　（母子手帳）
• 出生時検診　　 （母子手帳）
• 幼児期健診
• 学校健診

– 幼稚園・保育園
– 小学校
– 中学校
– 高等学校
– 大学・短大・大学院・専門学校

• 職場健診
• 特定健診
• 失職中の検診？？？
• 地域健診
• 人間ドック
• 老人健診
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生涯健康情報保持の必要性

• 生涯にわたった　　継続性

• 地域を統合する　　連結性

• 生活圏をまたぐ　　偏在性
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Personal Health Record

• 国が集める？ 
– National Database（厚生省：支払機構が計画中）

– 保険請求データと特定健診

– ICカードでデータを持つ？

– 落としたときのセキュリティ対策

• ネットワーク上に置いておく
– Google Health, MS Health Vault, Intel Dossia
– ネットワーク上のセキュリティ対策

– 匿名化したデータのみを置いておく？
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ヒューマンレコーダー

• フライトレコーダー、ドライブレコーダーの
ように、常時行動を記録する

• 電池寿命100時間

• 異常値、異常行動の検出

• 正常値の取得

• 東京理科大学　板生先生と共同研究中
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ユビキタスホームケア

• 日常生活圏におけるヘルスケア
– Dr. Stankovic (Univ. of Virginia）より
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健康管理のためのSNSの提案

• 個人からの情報提供

• 興味のある集団での相乗効果

• 個人情報保護

• 一生カルテ

• 検診結果の長期参照

• 他院紹介時のデータ提供
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メディカルSNSのメリット

• 安全に長期自分の医療データが保存できる

• 他の医療機関の情報を含め、自分のこれまでの
医療データを診察の際医師に参照してもらえる

• 患者会で安全に交流することができる

• ネット上で臨床データについての助言が得られる



Developing an Automatic Diagnostic System Driven 
by Consumer-Generated Health Care Data

• インターネット上の診断支援サイトに
て、2007年2月から2008年1月にかけ
て、8812件の入力を得た。

• 症状の入力によって、診断名を予測する。

• 実際の診断名を入力してもらい、学習する
。

• 医師国家試験問題において評価を行った
ところ、66％以上の正解率を得た。

– Takada et.al, Internet Journal of Medical Informatics 2010
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ICD-10分類別該当者数と正答数
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SNSアプリケーションを利用した
生活習慣病改善システムの構築

• Mixi（携帯電話版）のアプリケーションとし
て健康情報を入力するものを作成し、登録
する。

• 年代層は生活習慣病に関連する世代と一
致
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アルコール摂取状況
• 2週間で26851件の入力があった。

– 当初3日は5000件/日
• 利用者の96％は20－34歳
• アルコール摂取量は多めの結果が出た
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アルコール摂取量の傾向調査

• 一度の飲酒による純アルコール摂取量は0～100g（特に0
～50g）が一番多かった（60％超）が、一方で600gを超え
るユーザーも2％見られた

• 男女比較では圧倒的に男性の方が飲酒量が多かった（
女性平均が87gであるのに対して男性平均は149g）

• 年齢比較では25～29歳の飲酒量が最多（平均は118g）
で、年齢上昇とともに飲酒量が減少していた

Mar. 18, 2010 (c) H.Mizushima 2010, All rights reserved. 41



遠隔医療等ICTによる医療改革に関する提案(1)

– 1. ICTによる医療の実態測定
• 電子カルテは進みつつあるが医療の実態把握は
十分にされておらず、その分析による問題把握を
解析している病院はほとんどない。実態の測定が
進み、さらに標準化されて集約されることにより、さ
まざまな改善手法の評価も可能となる

– 2. ICTによる医療水準の均一化
• いまだに医療水準は医療施設ごとに大きく異なる
。医療水準の均一化のためにはICT技術はなくて
はならないものである。遠隔医療で国際協調も可
能となる。
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遠隔医療等ICTによる医療改革に関する提案(2)

– 3. ICTによる医療の効率化
• 適切なICTは医療の効率化を可能にするが、現状

では返って非効率化を招いているシステムが多く
存在する。業務解析を含む検討が必要である。

– 4. ICTによる安全な医療
• ユビキタス技術など、安全な医療のためにICTが

活用されることは多くある。

– 5. ICTによる在宅医療支援
• 在宅医療のかかえる様々な問題もICTで解決でき

ることは多い。我々もヒューマンレコーダーによる
解決法を研究している。Mar. 18, 2010 (c) H.Mizushima 2010, All rights reserved. 43



遠隔医療等ICTによる医療改革に関する提案(3)

– 6. ICTによる高度医療
• マイクロマシンやナノ手術など、ICTによる高度医

療も多く存在する。

– 7. ICTによる生涯健康情報の保持
• 生まれてから死ぬまで健康医療情報は縦割りごと

に不連続に管理されている。これを統一管理する
ことで、疾患の早期発見ができ、個の医療の推進
にもつながる。
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遠隔医療等ICTによる医療改革に関する提案(4)

– 8. ICTによる個別化医療の推進
• 診断名をつけてそれに従った標準的治療を行う画
一的な医療ではなく、個人の遺伝的・後天的背景
にもとづいた個の医療が推進されている。このよう
な場合にもICT技術による情報管理などが必要と
なる。

– 9. ICTによるオミックス医療の推進
• 網羅的な情報をあつめて解析するオミックス医療

の推進にICTは必須である。
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Thank you ….

　水島　洋

　http://hiroshi.mizushima.info/
Hiroshi Mizushima Ph.D.
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